































しかし，乙乙数年で， (1洋生数の増加 (2)事務内容の多様化 としづ状況が生じた。また，それに伴っ






























事務分野 学校数 ( %) 
入試関連業務 80校 (84.2% ) 
履修 登 録 46校 (48 . 4 ~ぢ )
成績管理 53校 (55. 8 ~杉 )
学籍管理 33校 (34.7%) 
就職指 導 15校 (15.8必)




























1.学籍一覧 2.学科目別履修者一覧 3.教員担当科目一覧 4.採点票 5.成績表 6.成
績証明書 7.未単位者一覧表 8.成績順位表(成績順，学籍番号順) 9 .基礎資格証明書(教
員免許状申請用) 10.出身高校への成績通知 11.学校差資料(総合表，学科別表，高校表)
等がある。








































11証明書関係 151時間割関揺 -居住一覧 テ旧)その他
-直摘旺明書 -裡業時間割 学 -通学方法 -諸統計
.，事業見込旺明書 -教室檀周一覧 -サークル名簿 ム .，詳業生名簿他
-免野田樽見込旺明書 -教員担当科目覧 生 -寮生名簿 11置料開帳
教 -卒業旺明書 -教員11.駐日一覧 -作業等出席状況
-在学証明. -非常勤講師時間量{数) サ -学生証発行
庶 -公立畳付・尭晴 置
-単位修得旺明書 -休講・補講案内 -人物考査 務 -郵檀畳千ん官







11入試関係 三ノ -選考リ スト プ 121教職員関係
-願書畳付名簿・日計表
-理学生調書 、ノ
-個人別科目量誘状況 '* 与 -出彊・旅行・欠勤等ー置-高校別専攻課程男リ志願書散 ス 131健康菅理関係 -教織員名簿
-科目別壷S障害(散)一覧 -高校別合格者一置 -身体状況
ス -辞令写等
7 ・出席状況 事 -合格判定置料 テ -保世統計 テ 131その他
131底摘官理関係 -合絡者数 覧 ム 141その他
-庇掴評価一覧
サ -合格通知 ム .'"業生台帳
-個人成輔一覧 -畳瞳直踊査
-通学証明 -免許台曜
三J プ ・合格者名簿 -諸統計他 -諸統計 他
-主総位取得 覧
-個人別単位腔得覧
-合格者・入学者統括表 就 11求人間梧 山学納金関係
-出身棚!肱掴ー置
ユノ ・文部省報告歯科他 ~ -学費請求・督促状
ス
-求人台帳





-成圃不振者一覧 -住所宛名書き -推蘭選考歯科 サ 121備品関保
ア 141学篇官理関係 テ ・依頼状




-求人 覧 ンノ -購入伺い
ム ・高値別名簿 -学級編成置科他 シ l由 就聡指導関岳 ス
-研究費輔求一覧
-聴講生一覧 11学生指導関係 -年度別 ・学科・理程別一覧
旧)後盟会関係
-外国入学生一覧 -企業別就瞳者名簿 ア 141共描関係




















集中処理方式と分散処理方式を比較すると， 表4の様な結論を得，分散処理方式を採る ζ とにした。
表4 集中処理方式と分散処理方式の比較
集 中 処理方式 分散処理方式
① 1つの業務のためにも大型コンビュータの起動が必要で，また， 1①lつの業務を処理するためには，それに対応したコンピュ タだ
大型コンビュータが故障すると，すべての業務は停止する。 1けを起動すればよいので，故障が発生しても全業務が停止する乙と
は少なし、。
②すべての業務を， 1台のコンピュ タで処理しているので，各業|②すべての業務が，それぞれのコンピュ タで処理されているので，
務1:即時IL対応できない乙ともある。 1各業務IL即時IC対応できる。
































等を考慮 し機種選定を行い，本体lとは東芝TOSBACシステム65(ハードデ ィスク 90MB)，端末iζ
はパソピア1600(12台)を導入する乙とに決定した。
入力は， OCRを用い入学願書受付， 学生情報， 履修登録，試験成績等の入力を行う。









(2) 履修登録 (図 4-2 ) 
学生には，所定の履修登録用紙に履修科目を記入させ，それをOCRを用いて入力し，端末である程
度の処理を行い，本体l乙送り処理する。
(3) 閉し、合わせ業務(図 4- 3，4， 5) 
端末から本体を作動し，本体から必要なデータのみを端末に取り出して，検索等の処理を行う。
(4) 求人先， 実習先一覧 (図4-6) 
求人先及び実習先一覧は単独デー タであるので p 端末だけで処理を行う。






















106 倉 7c 博 美
るもの，及び単独データ業務等を処理することを基本とし，本体の負荷をできるだけ少なくし，待ち時
間のない状態を保つ乙とにした。
4 今後の検討課題
以上lζ述べた構想のもとに，現在システム設計を行っており，昭和60年1月の入試業務から，稼動す
る乙とを目標lζ作業を進めている。なお 細部については今後変更される乙とがある。本文で述べたよ
うに，昭和57年から入試・教務事務を機械化し 更に今回のシステムアップを行ったが，とれにより尚
一層の迅速化・合理化・省力化を図り，その分学生 ・教員への極細かなサービスの向上へ向けたいと思っ
ている。
今後は，文書保存，学生証のIDカード化等による証明書の自動発行等，及び非定形業務の処理等に
ついて，検討を進めていきたいと考えている。
[付記] 本システム設計に際し，実践学園附属電算機研究所の園屋所長 瀬戸研究所員(学園本部シ
ステム設計担当)，松村研究所員の御協力lζ感謝申し上げます。
注
(1)全国私立短期大学協会昭和58年度事務の能率化についての調査結果より
(2)昭和59年1月20日鹿児島新報記載 昭和59年9月末鹿児島銀行調査結果より
(3)昭和58年度私立短大教務担当者研修会資料より
